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 日程第１  会議録署名議員の指名 

 日程第２  議案第４６号 大郷町家庭的保育事業等の設備及び運営に関す

る基準を定める条例の一部改正について 

 日程第３  議案第４７号 大郷町放課後児童健全育成事業の設備及び運営

に関する基準を定める条例の一部改正について 

 日程第４  議案第４８号 大郷町国民健康保険条例の一部改正について 

 日程第５  議案第４９号 令和５年度大郷町一般会計補正予算（第２号） 

 日程第６  議案第５０号 令和５年度大郷町介護保険特別会計補正予算 

              （第１号） 

 日程第７  議案第５１号 令和５年度大郷町下水道事業特別会計補正予算 

              （第１号） 

 日程第８  閉会中の所管事務調査 

本日の会議に付した案件 

 日程第１  会議録署名議員の指名 

 日程第２  議案第４６号 大郷町家庭的保育事業等の設備及び運営に関す

る基準を定める条例の一部改正について 

 日程第３  議案第４７号 大郷町放課後児童健全育成事業の設備及び運営

に関する基準を定める条例の一部改正について 

 日程第４  議案第４８号 大郷町国民健康保険条例の一部改正について 

 日程第５  議案第４９号 令和５年度大郷町一般会計補正予算（第２号） 

 日程第６  議案第５０号 令和５年度大郷町介護保険特別会計補正予算 

              （第１号） 

 日程第７  議案第５１号 令和５年度大郷町下水道事業特別会計補正予算 

              （第１号） 

 日程第８  閉会中の所管事務調査 

午 前 １０時００分  開 議 

議長（石川良彦君） 皆さん、おはようございます。 

    ただいまの出席議員は全員であります。定足数に達しておりますので、

これより本日の会議を開きます。 

    本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

議長（石川良彦君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。会議録署
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名議員は会議規則第110条の規定により、１番吉田耕大議員及び２番佐

藤 牧議員を指名いたします。 

  日程第２ 議案第４６号 大郷町家庭的保育事業等の設備及び運営に関す

る基準を定める条例の一部改正について 

議長（石川良彦君） 日程第２、議案第46号 大郷町家庭的保育事業等の設備

及び運営に関する基準を定める条例の一部改正についてを議題といたし

ます。 

    これより質疑に入ります。ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（石川良彦君） ないようですので、これをもって質疑を終わります。 

    これより討論に入ります。ございませんか。 

〔「省略」と呼ぶ者あり〕 

議長（石川良彦君） 討論省略の御発言がありますので、これをもって討論を

終わります。 

    これより議案第46号 大郷町家庭的保育事業等の設備及び運営に関す

る基準を定める条例の一部改正についてを採決いたします。 

    この採決は起立により行います。 

    お諮りします。本案は原案どおり決することに賛成の議員の起立を求

めます。 

〔賛成者起立〕 

議長（石川良彦君） 起立全員であります。したがって、本案は原案どおり可

決されました。 

  日程第３ 議案第４７号 大郷町放課後児童健全育成事業の設備及び運営

に関する基準を定める条例の一部改正について 

議長（石川良彦君） 日程第３、議案第47号 大郷町放課後児童健全育成事業

の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正についてを議題と

いたします。 

    これより質疑に入ります。ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（石川良彦君） ないようですので、これをもって質疑を終わります。 

    これより討論に入ります。ございませんか。 

〔「省略」と呼ぶ者あり〕 

議長（石川良彦君） 討論省略の御発言がありますので、これをもって討論を
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終わります。 

    これより議案第47号 大郷町放課後児童健全育成事業の設備及び運営

に関する基準を定める条例の一部改正についてを採決いたします。 

    この採決は起立により行います。 

    お諮りします。本案は原案どおり決することに賛成の議員の起立を求

めます。 

〔賛成者起立〕 

議長（石川良彦君） 起立全員であります。したがって、本案は原案どおり可

決されました。 

  日程第４ 議案第４８号 大郷町国民健康保険条例の一部改正について 

議長（石川良彦君） 日程第４、議案第48号 大郷町国民健康保険条例の一部

改正についてを議題といたします。 

    これより質疑に入ります。ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（石川良彦君） ないようですので、これをもって質疑を終わります。 

    これより討論に入ります。ございませんか。 

〔「省略」と呼ぶ者あり〕 

議長（石川良彦君） 討論省略の御発言がありますので、これをもって討論を

終わります。 

    これより議案第48号 大郷町国民健康保険条例の一部改正についてを

採決いたします。 

    この採決は起立により行います。 

    お諮りします。本案は原案どおり決することに賛成の議員の起立を求

めます。 

〔賛成者起立〕 

議長（石川良彦君） 起立全員であります。したがって、本案は原案どおり可

決されました。 

  日程第５ 議案第４９号 令和５年度大郷町一般会計補正予算（第２号） 

議長（石川良彦君） 次に、日程第５、議案第49号 令和５年度大郷町一般会

計補正予算（第２号）を議題といたします。 

    これより質疑に入ります。ございませんか。７番熱海文義議員。 

７番（熱海文義君） まず、13ページの観光費の中のサテライトオフィス活用

促進等業務、その下も観光コンテンツ造成業務、この辺ちょっと詳しく
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説明お願いしたいと思います。 

    この財源に関して、９ページともしかして８ページのデジタル田園都

市が財源の一つになるのかなと思うんですが、残りの財源は財調のお金

を使うのかなと思うんですが、その辺ちょっと詳しく教えてほしいです。 

    それから、ちょっと戻ってごめんなさい、12ページの衛生費の中の保

健衛生費、委託料、これはワクチン接種、コロナだと思うんですが、５

類に下がってから個人の負担はどうなっていくのか、その辺を説明お願

いしたいと思います。 

    コロナだけでなくて、今、世の中、子供たちがすごいインフルエンザ

がはやっているみたいなんですけれども、この周知徹底はどうしていく

のか、その辺も説明お願いしたいと思います。 

    以上です。 

議長（石川良彦君） まず答弁願います。農政商工課長。 

農政商工課長（片倉 剛君） お答えいたします。 

    まず、13ページ、商工費、観光費の委託料でございます。サテライト

オフィス活用促進事業でございますが、サテライトオフィスに事業者を

県内外から誘致するために、ＰＲ動画やホームページを作成し情報を発

信したり、企業向けの説明会を開催するため、その事業を委託により実

施するものでございます。 

    次です。観光コンテンツ造成等業務です。近隣のＤＭＯと連携し、訪

日外国人旅行者が多く訪れているエリアでの販売実績を活用し、本町が

掲げる商品力のある地域になるため、既存コンテンツの磨き上げをする

ものでございます。 

    財源につきましては、サテライトオフィスのほうが、８ページの国庫

支出金のほうでデジタル田園都市国家構想交付金が財源となっておりま

す。 

    以上でございます。 

議長（石川良彦君） 次に答弁願います。保健福祉課長。 

保健福祉課長（伊藤義継君） お答えいたします。 

    コロナの予防接種につきましては、今年度の予定は、今行っておりま

す春開始接種、そして９月以降に関しては秋開始接種をそれぞれ予定し

てございます。その春秋の予防接種に関しましては、全額公費負担で行

うことになっております。来年以降のことについては決まっているもの

ではございません。 

    医療費の関係でございますけれども、５月の５類移行につきまして、
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それ以前に関しては全て公費負担という形でやっておりましたけれども、

現在は、受診時の費用に関しては通常の保険診療となってございます。

入院費に関しては、原則自己負担とはなっておりますけれども、公費の

支援額もあるものでございます。なお、治療薬につきましては、９月末

までに関しては自己負担はないということになっております。 

    また、インフルエンザの今後の感染拡大に対しての防止ですけれども、

これに関しては、コロナに関してもインフルエンザに関してもそうなん

ですが、町の様々な媒体を通した上でそういった周知を図ってまいりた

いというふうに思っております。 

議長（石川良彦君） ７番熱海文義議員。 

７番（熱海文義君） まず、13ページのサテライトオフィス活用は場所はどこ

になるんですか。もしかして縁の郷でやっているのかどうか、その辺教

えてください。 

    それから、ちょっと先ほど忘れたんですが、14ページの海洋センター

の改修工事と載っているんですが、どの部分を改修するのか教えていた

だきたいと思います。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。農政商工課長。 

農政商工課長（片倉 剛君） お答えいたします。 

    サテライトオフィスにつきましては、縁の郷を改修してということに

想定しております。 

議長（石川良彦君） 次に答弁願います。社会教育課長。 

社会教育課長（赤間良悦君） お答えいたします。 

    今回、Ｂ＆Ｇ海洋センターの屋根の雨漏りの修繕及び施設内のＬＥＤ

化の工事を予定しております。それに伴いまして、今回実施設計の予算

を計上させていただきました。 

議長（石川良彦君） ７番熱海文義議員。 

７番（熱海文義君） 13ページのサテライトオフィスなんですけれども、前に

ね、３月定例会に１億円もの経費をかけて修繕やると言ったときに、何

でこのサテライトオフィスだのも当初予算にできなかったのか、何で今

上がってくるのか。こいつ足したらもう１億2,000万円ですよ、縁の郷

に。その辺がちょっと分からないんですけれども、教えてください。 

議長（石川良彦君） 農政商工課長。 

農政商工課長（片倉 剛君） お答えいたします。 

    当初予算のほうには入っておりませんでしたが、これの交付申請自体

が３月となっておりました。３月に交付申請する際に国との事前協議が
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ありまして、その中でソフト面とハード面と両方入れたほうが採択に近

づくんじゃないかというような助言もありまして、ソフト面を入れて申

請したのが３月ということで、それが４月になって採択されたというこ

とになっております。 

    以上です。 

議長（石川良彦君） ほかにございませんか。13番若生 寛議員。 

13番（若生 寛君） 13ページの今のサテライトオフィスの件なんですが、こ

れ、３月の議会でも、縁の郷にそれだけ金かけて価値があるのか。民間

に渡したのではないかと私理解しているんですが、その辺、ここに来て

１億超えの金を投じて、民間に任せた意味がないんじゃないんですか。

その辺どう考えているのか、町長にお聞きしたいと思います。 

    あと、12ページ、農林水産業費、農業振興費の大規模水稲直播栽培団

地育成事業補助金、この補助金をもらうのにどのような条件があるのか。

規模なりがあると思うんですが、その辺詳しくお聞きしたいと思います。 

    あと15ページですね。災害復旧費。吉ケ沢と上郷の水路のり面とこの

間説明があったんですけれども、今回の昨年の豪雨に対する災害復旧、

とても迅速ではないと思うんですよね。ある方からいつまでかかってん

だいと話もあったんですが、何でこんなに時間かかって復旧なっている

のか、何が問題だったのか。それで、私思うに、職員の方、現場見てい

ないような気がするんですが、その辺どうなのか、職員の方が確認して

現場管理しているのか。もう業者に任せっ放しだと、こう私思えるよう

な行動なんですが、その辺どうなっているのかお聞きします。 

議長（石川良彦君） まず答弁願います。町長。 

町長（田中 学君） ただいまの若生議員の、サテライトオフィス、何で民間

にあの事業を委託しているのに町がやらなくてないのという御質問なん

ですが、あの設備そのものは全て町の持ち物でございます。施設設備を

譲渡したわけでもございません。町が管理する、そういう条項にあって、

指定管理料はお支払いしないという、そういう条件でお願いをしてござ

いますので、このような、今、社会のニーズにどうしても宿泊施設とし

ての条件が、今までのような、20年も前にあの事業が始まって、そのま

までこの時代に合わせようと思っても不足している部分がいっぱいある、

この不足部分が今回のＩＴ関係の事業に結びつく内容でありますので、

町としてはこのぐらいの設備を用意してインバウンドに対応してまいり

たい、それが大郷町の文化の評価に値するということであります。だか

ら、必要だからこれを町が国庫補助金を受けて進めると、こういうこと
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でありますので、御理解をいただきたいと思います。 

議長（石川良彦君） 次に答弁願います。農政商工課長。 

農政商工課長（片倉 剛君） お答えいたします。 

    12ページ、５款農林水産業費でございます。大規模水稲直播の条件で

ございますが、５ヘクタール以上の直播栽培、主食用が対象となってご

ざいます。 

    以上です。 

議長（石川良彦君） 次に答弁願います。地域整備課長。 

参事兼地域整備課長（鎌田光一君） お答えいたします。 

    災害復旧に関する御質問ということでございますが、災害復旧の工事

の発注について最終で３月に行っておりました。それで、現場のほうな

んですけれども、農地に係るような部分については、揚水期もございま

すし、あと条件の整備に時間を要しているところもございます。乗り入

れだったりそういったところの調整に今調整を図っていて、最終的には

12月を目指して今工事を進めているところでございます。職員に関して

は、現地のほうを全て確認しております。 

    以上です。 

議長（石川良彦君） 若生 寛議員。 

13番（若生 寛君） まず縁の郷なんですが、こんなに金かけたら、私、民間

に委託するよりも町で直営でやったほうがいいんでないかなと。そいつ

とあと、何で今の時期なのか。３年前、５年前にこういう発想が出なか

ったんですか。（「出ない」の声あり）何で出なかったの、何で今なの。

何か、何か、何か私にするとその辺のこう、町長がいつも答えている、

縁の郷に関していろんな方から質問あって答えているのと何か全然こう、

やっていることが違うような気がするんですけれども、何で今で、町で

何で直接経営しないのか、その辺お聞きします。（「何で、今分かったの」

の声あり） 

    あと、５ヘクタール以上ということなんですが、今、町内で直播どれ

くらいやっているのか。それで、町として直播を推し進めて広げる考え

があるのか、そこをお聞きしたいと思います。 

    あと災害について、多分２月か３月頃だったと思うんですが、激甚指

定になりましたよね。その激甚指定なって、追加工事というか新しい箇

所というか、今まで災害にのっていなかった場所が追加されたのか、そ

ういう候補地はなかったのか、激甚だったらこれもやるというような場

所はなかったのか、その辺お聞きします。 
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議長（石川良彦君） 答弁願います。町長。 

町長（田中 学君） 何で二、三年前からこの事業をやらなかったのという御

質問なんですが、二、三年前、コロナ禍で客入りも悪い、見通しがつか

ない。ようやくここに来てインバウンドも動き出す。このサテライトオ

フィスをもって町外の企業人が旅行しながら仕事をする。これに対応す

るための施設でございますので、何ら不思議のない、こういうものがな

いほうがおかしい時代ですよ、ないほうが。あることによってこの施設

の評価が高くなる。高くなることによって客が来る。そのために町が準

備をする。当然でしょう。ここで町が準備をして、快適な環境の中で利

益を出してくださいと。資本主義は投資のないところで利益なんか求め

られませんよ。裸馬に乗って競馬、レースをしろと言われるのと同じで

すよ。そんなことはないの。 

議長（石川良彦君） 次に答弁願います。地域整備課長。 

参事兼地域整備課長（鎌田光一君） お答えいたします。 

    災害について激甚指定になったからといって出てきたものはございま

せん。あくまでも、地区の見落としといいますか、新たに発見されたも

の、それについては逐次区長等から報告を得て予算措置している段階で

ございます。 

    以上です。 

議長（石川良彦君） 次に答弁願います。農政商工課長。 

農政商工課長（片倉 剛君） お答えいたします。 

    直播どのぐらいやっているのかというところなんですが、現在手元に

資料がございませんので、どのぐらいやっているかというのはお答えで

きないんですが、考え方として、この事業を広げていって経費削減のほ

うにつなげていって、さらにはスマート農業等につなげられればと思っ

ております。 

議長（石川良彦君） 若生 寛議員。 

13番（若生 寛君） サテライトオフィス、縁の件なんですけれども、さっき

の町長の話ですと、コロナがあったから何もできない、それはそのとお

りですよ。私はその以前のことを言っているんですよ。何で今頃になっ

てこんなに金かけなきゃないんだ、その以前に何でかけられなかったん

ですかと言っているんですよね。ラトリエがなってから、ラトリエに委

託してから何か金が随分かかるんですが、この辺、ラトリエとの関係は

どうなっているんですか。何か私にすればちょっと不自然な感じがする

んですよね。何だい、何だい町長、今の「ふん」っていうの。態度悪い
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んじゃないですか、議長。（「何が態度悪い」の声あり）「ふん」って何

なんだ、一体。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。町長。 

町長（田中 学君） 平成29年の改選で町長になって役場に来てみた。その前

は、地域振興公社に道の駅とこの事業も全部連結でやってくださいよと、

連結決算でやれと。赤字出ても、どっちからか持ってきてもバランス取

れという、そういう運営をやってきた。戻ってきたら、1,000万円の委

託料を払って仕事をやってて赤字ぶってる。何の意味があるのやという

ことから始まったんですよ。そのときに何でそういうことを言わなかっ

たの。委託料1,000万円も出して委託させて仕事をやって、その成果が

全然出ていない仕事に何で垂れ流して10年もやっているんだ。 

    だから、ここにメスを入れる。委託料を出さないで、オープンで仕事

をやってもらえる企業を探そうということであのラトリエに結びついて、

施設は全て無償でお貸しするから、好きなように事業を展開して、町の

目的に達成するように努力してくださいということで合意してやってい

る。施設は町のものだから、町がしっかり……。 

議長（石川良彦君） どうぞ続けてください。 

町長（田中 学君） だから、町が完全な施設としてよそからおいでになるお

客さんを迎えると、こういうことです。それが何か悪いかね。だったら

ば議会で提案したらいいんじゃないですか。誰か業者でも探したらいい

んじゃないの。そこまで行くんですよ。あなた方々が言うことを駄目だ

なんて言っているんでないですよ。誰も提案しないから、こっちが執行

者として提案しているんですよ。（「町長要らねえ」の声あり）そんなん

だったら議員も要らねえんだよ、そういう言い方すると。だから、３人

ぐらいでいいんでないかという話なんだ。 

議長（石川良彦君） ほかにありませんか。９番和賀直義議員。 

９番（和賀直義君） まず、11ページ、社会福祉総務費の中で価格高騰支援給

付金が（「身勝手な話だ、そんなの」の声あり）計上されてございます。

これ、家計急変世帯も含まれているという説明がありまして、申請が必

要なのは、何ていうのかな、税金のかからない世帯と家計急変世帯、こ

れはどっちも申請が必要なのかという質問と、あとその次に、高齢者シ

ェルター事業とございますが、これは、家族から虐待を受けている世帯

とか、あと身寄りがなくて困っている世帯とかとあると思うんですけれ

ども、今回の場合は、家族から虐待を受けているというのはなかなか見

つけるというのは難しいと思うんですけれども、これは既に、シェルタ
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ー事業をやらなければという対象がもう既に見つかっているからこうの

っかっているのかという質問でございます。 

    あと、13ページの商品券発行事業補助金。これは、今回5,000円と、あ

と春に5,000円というのが予算で取っていますので、これを一括して一

緒にやるのかなと理解したんですけれども、スケジュールをお示しして

ください。 

    あと、10ページの緊急自然災害防止対策工事ということで２か所示し

ていただきました。そして、これは県の事業には該当されなかったとい

うことなんですけれども、県の基準のどの部分で県で駄目だと言われて

いるのか、これ示してください。 

    以上。 

議長（石川良彦君） まず答弁願います。保健福祉課長。 

保健福祉課長（伊藤義継君） お答えいたします。 

    まず、価格高騰支援給付金についてでございますが、令和３年度、令

和４年度においても、似たようなといいますか、同様の給付金を交付し

ておりますが、それと同様に、住民税非課税世帯につきましては、今年

度の住民税非課税世帯を町のほうで把握した上で確認書を送付させてい

ただきます。それを返送していただく形で申請に代えております。家計

急変世帯につきましては、それぞれの家計の急変の状態を確認するため

に直接申請いただいているものでございます。 

    続いて、高齢者シェルター事業でございますけれども、今年度当初予

算において若干の予算措置がございました。実際にそういった対象がお

りまして、現在もその対象者がいるということから予算不足になったこ

とで、今回予算を要求したものでございます。 

    以上です。 

議長（石川良彦君） 次に答弁願います。農政商工課長。 

農政商工課長（片倉 剛君） お答えいたします。 

    13ページ、６款商工費の商品券でございますが、当初予算で5,000円分、

今回の補正で5,000円分ということで、合わせて１万円で送ろうと思っ

ております。あと、いつから使えるのかというところのスケジュールな

んでございますが、８月に発送を予定しておりまして、９月から12月の

利用期間ということで考えております。 

    以上です。 

議長（石川良彦君） 次に答弁願います。財政課長。 

財政課長（菅野直人君） お答えいたします。 
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    10ページの緊急自然災害防止対策事業に関してでございますが、議員

さんのおっしゃるとおり、まず本町の考え方としては、県の事業を最優

先とし、県の事業の該当にならない場合で災害等のおそれがある場合に、

受益者の意向も把握しながら町で行うという考え方でございまして、県

の要件としましては、傾斜地、傾斜の角度が30度以上、それから急傾斜

地の高さが５メートル以上、それから保全民家が５戸以上等の要件がご

ざいます。その中で今回は保全人家が５戸以上ないというところで要件

に該当せず、町のほうで実施するというものでございます。 

議長（石川良彦君） ほかにございませんか。４番大友三男議員。 

４番（大友三男君） 13ページのサテライト、観光費の関係なんですけれども、

確かにこれは当初予算で１億円という数字で予算計上されて可決された

という経緯はあったんですけれども、先ほどの説明ですと、ハード面と

ソフト面の申請を行ったということで、ソフト面が後から認められたの

でというようなお話だったんですけれども、予算計上する段階でそのソ

フト面も予算計上しておいて、後でマイナス補正してもよかったんじゃ

ないかと思うんですね。最初、少ない金額ではないですけれども、取り

あえず少なく見せておいて、後でこれ出してきて、まず認めさせておい

て、もう動き出してから後でまた追加追加というような傾向が見受けら

れるんですけれども、そういう意図があったというふうに私は受け取っ

ているんですけれども、そういうことはなかったんですかね。随分そう

いうのがあるんだな。 

議長（石川良彦君） 農政商工課長。 

農政商工課長（片倉 剛君） お答えいたします。 

    そういった意図的なところは全くございませんでして、国との協議の

中で助言をいただいたりしてこういう形になったというふうに聞いてお

ります。 

議長（石川良彦君） ４番大友三男議員。 

４番（大友三男君） これね、サテライト関係、先ほどのラトリエ。ラトリエ

さんが来たときからこの予算も、何千万だっけ、2,000万円か3,000万円

ぐらい前にもやっぱり投資していたはずですよね。今ちょっと正確な数

字ははっきりしていませんけれども。 

    これ、何で後から後からこういうふうなものが。先ほど町長、こうい

うものがないのがおかしいんだと、こういう時代なんだということで言

われているんですけれども、そうした中で、インバウンドを多く受け入

れるためだというようなお話があるんですけれども、そういう意味もあ
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るんであれば、何で縁の郷だったのかと。今頃言うのは申し訳ないんで

すけれども、一番こういう効果を受けることが可能だとなれば、道の駅

の開発センターとか、そういう部分でこういう事業をやるのが一番最適

だったんじゃないのかなと思ったんですけれども、そういうことは考え

なかったですか。（「そこでやる場所が」の声あり） 

議長（石川良彦君） 答弁願います。農政商工課長。 

農政商工課長（片倉 剛君） お答えいたします。 

    今、国の流れとしてもこういった補助のほうに力を入れている状態で

ございます。インバウンド、外国人に関しては、自然豊かなところ、景

観がいいところというのが好評を得るというところで今の場所に至って

いるというところでございます。 

議長（石川良彦君） ４番大友三男議員。 

４番（大友三男君） インバウンドとかいろいろ、これ以前から交流人口云々、

農村と都市の、何ていうんですかね、そういうような交流というんです

か、それによって大郷町に交流人口を設けて効果を得るんだというよう

なことで町長は以前から力説している部分があるんですけれども、この

ことをやることによってどのぐらい大郷町に、費用対効果といいますか

ね、そういうのを見ていらっしゃるのか。そういうものを見ながら、幾

ら民間にお任せするとはいいながらも、民間から、民間に投資するのと

同じような形ですから（「民間」の声あり）ね、このぐらいのお金を投

資するわけですから、運営するのは民間なんですから、その民間から大

郷町に費用対効果としてどのぐらいのものを見込んで、この事業を進め

ようとしているというか進めたんですか。 

議長（石川良彦君） 農政商工課長。 

農政商工課長（片倉 剛君） お答えいたします。 

    観光入込客数がございまして、５年から８年を比較したときに20％ぐ

らい増になるような計画を持っております。参考といたしまして、４年

では71万1,545人が来られていますので、それに対して20％ということ

で85万3,854人を見込んでいるところでございます。 

議長（石川良彦君） ほかに。12番千葉勇治議員。 

12番（千葉勇治君） まず、10ページの２款５目の財産管理費の中で庁舎建設

に係る支援業務595万7,000円、それから調査測量設計業務1,272万

4,000円計上されておりますが、この内容についてもう少し具体的に教

えてほしいと思います。 

    それから、同じく財産管理の中で緊急自然災害防止対策工事というこ
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とで8,000万円ほど組んでおりますが、今説明もあったようですが、改

めて確認も含めてお聞きしたいんですが、もし県の事業から対象外にな

った場合ということで、今回は対象外になるようですが、その場合の自

己負担、具体的にどれぐらい負担になるのか、その辺について、当然の

ことながら対象者にも相談していると思うんですが、その辺について具

体的にどのような負担になるのか、町の負担もどうなってくるのか。個

人的なことになると当然個人の負担が大きいと思うんですが、その辺に

ついて見解を求めておきたいと思います。 

    それから、11ページの社会福祉総務費、１目の社会福祉総務費の中で

一般財源として2,218万3,000円が計上されておりますが、この一般財源

はどの科目でどの節の中から金額が積み重なってこのぐらいになったの

か、それぞれ一般財源の負担内容について、節の内容からして具体的に

説明を求めたいと思います。 

    それから、12ページの農林水産……５款の３目の中で、農業振興費の

中で、みやぎの水田農業改良支援事業補助金あるいは大規模水稲直播栽

培団地育成事業ということで４法人を見ておられるようでございました

が、それぞれ事業を実施するに当たっての報告などはどうなっているの

か。また、これは年度としては、もちろん事前着工は、国、県のあれで

しょうから事前着工はないと思うので、これは４年度ではないと思うん

ですが、何年度からの事業として計画されているのか、その辺も併せて

お聞きしたいと思います。 

    次に、13ページ、６款の３目の観光費の中でサテライトオフィス活用

事業ということで、ＰＲ動画を作るということで1,200万円計上してい

ると。それから観光造成云々ということで、合計で委託料として1,970万

円増額になったという担当の説明で、増額という説明だったんですが、

新たな金額でなく増額ということで。この委託業者名はまさか以前の委

託業者と同じではないと思うんですが、改めて委託業者についてどのよ

うな選考をしていくのか。これは、もしかしたらラトリエさんの関連あ

る会社に委託するというようなことはないと思うんですが、どうもこれ

までの事業を見ていますと、確かに物は町のものだからということで町

がやるという趣旨は分からないわけではないんですが、ただ、発想が、

そもそもの発想がラトリエさんの発想でいつも仕事を町が予算追加して

いるというふうな、どうもそういうふうに考えられて仕方ないんですが、

その辺について町の担当課の説明を求めたいと思います。 

    それから、教育費の９款の特に小学校の学校管理費の中で、遊具修繕
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工事、校庭階段の改修工事ということで400万円ほど、420万円ほど組ま

れておりますが、これに関連してなんですが、町長の公約の中で訴えて

いたいわゆる駐車場の問題、もう少し小学校の駐車場を広くするという

ふうな関係は校庭階段の改修工事で網羅されてしまうのか、その辺につ

いてどのような見解を持っておられるのか、併せてお聞きしたいと思い

ます。 

    それから、最後になりますが、15ページの秋まつりについて。秋まつ

りの花火大会、夏まつりを中止し、花火大会として花火云々というふう

な話があったんですが、今年の秋まつりの内容についてはもう少し詳細

について説明を。もう既に夏ですから、すぐに次は秋が来るわけで、秋

まつりの内容について、ただ花火だけで終わらせるのか、その辺の概要

がもしありましたらば説明を求めたいと思います。 

    以上です。よろしく答弁を願います。 

議長（石川良彦君） まず答弁願います。財政課長。 

財政課長（菅野直人君） お答えいたします。 

    10ページでございます。まず委託料でございますが、委託料のうち庁

舎建設に係る支援業務につきましては、庁舎建設に当たっての案を検討

するに当たりまして、本町としての特性とか理想をもって役場職員が主

体的に検討するわけでございますが、その検討の中で、候補地選定等に

当たりまして、対比するための造成費なり建設費の概算を出したりする

ようなこと、それから建設技術のアドバイスなり事業方式の検討等がご

ざいますので、その辺専門的な技術や見地を必要とする内容でございま

すので、支援業務を委託するという内容でございます。 

    その下の調査測量設計業務につきましては、こちらは庁舎建設とは別

でございまして、急傾斜地の災害防止工事の前段として中村谷地際山の

ところの調査設計等を行うための委託料でございます。 

    最後に、14節工事請負費でございますが、受益者負担につきましては、

８ページの分担金及び負担金のほうで計上しておりますのが受益者の分

担金でございまして、今回の工事に当たりましては6.25％が受益者の負

担ということになります。今回のこの工事に当たりましては、昨年９月

から協議のほうを行いまして、工法等も含めて御提案を何種類かした中

で、安全性、それから受益者の御希望もお聞きした中でこの工事の方法

でということで……という内容から工事費が出ておりますので、その辺

は受益者の方は十分納得した中での予算計上という内容でございます。 

議長（石川良彦君） 次に答弁願います。保健福祉課長。 
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保健福祉課長（伊藤義継君） お答えいたします。 

    11ページ、価格高騰支援給付金の財源についてでございます。今回、

財源内訳の国県支出金のほうにおいて1,703万円計上させていただいて

おりますが、内容的には新型コロナウイルス地方創生臨時交付金を充当

しているものでございます。今回、予算計上におきまして３節から22節

まで予算を計上してございますけれども、今回の国県支出金の対象とな

りますのは３節から18節まででございます。22節の返還金につきまして

は、令和３年度、そして令和４年度におきます住民税非課税世帯への給

付金、既に頂いているものの精算に伴います返還となるものでございま

す。こちらは一般財源となります。 

    なお、地方創生臨時交付金につきましては、１次の内示の時点でこの

金額を計上しておりますけれども、全員協議会でも御説明させていただ

いたように、今回の交付限度額につきましては、給付金については住民

税非課税世帯掛ける３万円が限度額として最終的に交付される見込みと

なってございます。それに加えて事務費並びに低所得世帯以外の推奨事

業分についての補助も、こちらに活用することが可能となってございま

す。 

    以上です。 

議長（石川良彦君） 次に答弁願います。農政商工課長。 

農政商工課長（片倉 剛君） お答えいたします。 

    まず、12ページ、５款の農林水産業費でございますが、みやぎの水田

と大規模水稲のほうでございますが、報告につきましては、事業が完了

してから報告をもらうということになっております。先ほど事前着工な

しというお話でしたが、事前着工ありの事業となっておりまして、今年

度の事業というふうになっております。 

    それから、次のページの13ページ、６款商工費のサテライトオフィス

でございますが、委託業者名ということでございますが、本日御可決い

ただいた後にプロポーザルを予定しております。 

    以上です。 

議長（石川良彦君） 次に答弁願います。学校教育課長。 

学校教育課長（角田倫明君） お答えいたします。 

    今回の工事費の補正につきましては、危険な箇所の修繕についてでご

ざいます。議員さんの御質問いただきました駐車場整備につきましては、

前回町長が答弁してございますように、いろいろ調査した結果、不可能

であったというところでございます。 
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    以上でございます。 

議長（石川良彦君） 次に答弁願います。社会教育課長。 

社会教育課長（赤間良悦君） それでは、15ページ、秋まつり実行委員会補助

金に関する御質問について回答いたします。 

    今回、秋まつりにつきましては、夏まつりの実行委員会の御意見を踏

まえまして花火の部分を計上させていただきました。秋まつりにつきま

しては、以前のアンケート調査等のこともございまして、主に飲食の部

分を復活させてほしいという御意見が多数ございました。今回につきま

しては、そういった飲食の部分とスポーツ関係のイベント、あと文化の

部分、芸能発表等のイベントに併せて、今回は町が主導で行う最初のそ

ういった飲食等を含めたイベントということもございまして、コロナか

らの脱却も含めてということで花火の打ち上げを計画させていただいて

おります。そういった形で、今後、飲食等もございますので、準備等で

の７月からの動きが必要になってきますので、それに向けて実行委員会

等を開催しまして詳細については協議していきたいと思っております。 

議長（石川良彦君） 千葉勇治議員。 

12番（千葉勇治君） 庁舎建設に係る支援業務について、町の職員が大体今後

検討を深めていくというような話が主だと私取っていたんですが、さら

にそれに併せて委託料が出てくるということは、どうも金が動くという、

造成費云々という説明もあったんですが、既に町の職員の中で方向づけ

が出ているんではないんですか、これは。造成費なり委託料が、測量設

計出てくるということは。私、そういう点では、全然町民にも何ら示さ

ない中で、町の課長クラスだか補佐クラスだか分かりませんが、その方

々が中心になって固めつつあるのではないかと思うんですが、その辺に

ついて、庁舎建設についてどの程度まで進んでいるのか、もう一度確認

しておきたいと思います。 

    それから、緊急自然災害防止対策工事ということで、県の対象外にな

る場合には個人負担が6.25％と理解したんですが、その程度で済むのか

と。県、国の補助金が対象にならなければ、6.25％が個人負担で、あと

は町が見るというようなことになると思うんですが、そういう理解して

いいんですか。ちょっとそれではあまりにも、確かに対象になった方に

は大変失礼な言い方になってしまうんですが、あまりにも負担が軽過ぎ

るのではないかと。その辺についてもう一度、私の見解が間違っている

と思うので、6.25％だけの個人の負担ということになれば私の見解が違

うのではないかと思うので、その辺改めて教えてほしいと思います。 
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    それから、11ページの、私お聞きしたのは、一般財源として2,218万

3,000円出ていますと。確かに返還金1,286万5,000円については差し引

いても、1,000万円ぐらいの金額が一般財源出ていると。この一般財源

の内訳、例えば職員手当が20万円とか需用費が20万円とか、その辺具体

的に何々が一般財源だったのか、それを具体的にお聞きしたかったんで

すよ。あまり長い説明でなく、この分について一般財源ですと、なぜそ

れをはっきり言えないのか。もう少しその辺具体的にお聞きしたいと思

います。よろしく答弁願いたいと思います。 

    それから、農業費の中で農業振興費で、事前着工が許されるというこ

とになれば、もし事前着工をしていて……。なぜ事前着工、何でこれ、

普通ほとんどの事業が、事前着工が認められないという県、国の指導が

多いんですが、これ何で事前着工を認めるんですか。もっと早く対応す

れば、事前着工しなくても十分に対応できたんじゃないですか。なぜこ

れ事前着工できるんですか。そして、今年そうすると、４団体ですから、

５町歩で20町歩以上はもう既に直まきしているということで理解してい

いんですね、担当。そういう極めて20町歩というと大きな広い面積なん

ですが、あまり見受けられないんですが、この辺について答弁を求めた

いと思います。事前着工いいということになんねえべ。 

    それから、13ページの観光費について、商工費、６款の３目について

ですね。確かに今から委託料を決めるんでしょうが、ただ、これまでの

関連からして、増額ということになれば、当然以前の委託業者に決まっ

てしまうのではないかとふと思うんですが、そういうことは今回はもち

ろんあり得ないということでしょうが、どうもラトリエが指定されてか

らこういう仕事がいっぱい増えてきているというのが、流れからして当

然私は見えます。そうした場合に、町長にお聞きしておきたいんですが、

ラトリエとの関係でこのような事業が申込みされて町で動いたというこ

とはないんですか、その辺確認しておきたいと思います。まさかラトリ

エから言われてやったというような、委託業者がラトリエであってもお

かしい話なので、主体はあくまで町でしょうから町の考えをもっと具体

的に出すべきだと思うんですが、どうもそれがなくて、ラトリエが入っ

て、ラトリエからのアドバイスを受けてやっているようにしか見えない

んですが、その辺についてお聞きしておきたいと思います。 

    それから、教育費の９款の２目について。確かに遊具修繕とか校庭の

階段修繕工事、これは危険性の防止からなども分かるんですが、その前

に町長に改めてお聞きしたいんですが、町長は全然、自分が公約で駐車



―１２８―

場をばんばん設けますよと約束したことに対して、では、どこかの段階

で正式にこれは町民に言うべきですよ。私はこういう公約をしましたが、

あれはできませんでしたという。それがなかなか見えないもんで改めて

お聞きしたわけなんですが、お聞きしたいと思います。町長の考えをお

聞きしておきたいと思います。 

    それから、秋まつりについて。夏まつりは中止するということで、こ

れは強い町長の意見が反映されていると思うんですが、どうも夏まつり

中止の裏には、前町長が組んだ計画が私は気に入らないということで否

定しているようなこともあると私なりに取っているわけですが、町長、

なぜ赤間前町長がやったものを町長は、新町長は、田中町長は拒否する

のか、その辺についてお聞きしておきたい。 

    以上です。答弁を求めます。 

議長（石川良彦君） ここで10分間休憩といたします。 

午 前 １０時５２分  休 憩 

午 前 １１時０１分  開 議 

議長（石川良彦君） それでは、休憩前に引き続き会議を開きます。 

    答弁願います。財政課長。 

財政課長（菅野直人君） お答えいたします。 

    まず、10ページ、委託料の庁舎建設に係る支援業務でございますが、

先ほども御答弁差し上げましたとおり、下にあります調査測量設計業務

はまた別の急傾斜地のものでございまして、庁舎建設に当たりましては、

今年２月に課長補佐、係長クラスのプロジェクトチームを立ち上げ、今

年４月に課長以上のクラスの組織を立ち上げたという段階でございまし

て、まだ検討というのは全くこれからでございます。現在、職員のアン

ケート調査を取りまして、現庁舎についての課題、問題点、それから新

しい庁舎はこのような形が望ましいというようなアンケート調査を実施

しましたので、その結果に基づきまして、今回予算を計上しております

が、今後、視察なり専門家の講演等をしまして、その中で新たな庁舎建

設についてはどのような形をするかというのを検討する段階でございま

して、まだ全く決定していることはございません。 

    それから、急傾斜地についてでございますが、今回の工事につきまし

ては6.25％というふうになりましたが、この急傾斜地に関しては、県工

事の場合は町負担の４分の１が受益者負担になりますので、その考え方

と同じで基本的に受益者負担は４分の１なります。その上で、災害の状

況であったり、町の町有地のその土地に対する何らかの影響を及ぼした
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場合に減額するという内容のものを設けておりますので、今回の6.25と

いうのは今回の工事に関してのパーセントということになります。 

    この工事費等につきましては、今、議案書の９ページにありますが、

緊急自然災害防止対策事業債という起債がございまして、こちらのほう

の起債を考えておりまして、起債につきましては100％充当できまして、

７割が交付税措置されるという内容でございます。この起債をうまく活

用しながら工事等を行っていきたいと思っております。 

議長（石川良彦君） 次に答弁願います。保健福祉課長。 

保健福祉課長（伊藤義継君） お答えいたします。 

    価格高騰支援給付金の財源についてでございますが、先ほども申し上

げましたように、返還金については一般財源ということになっておりま

す。その他のものについてですが、まず給付金、2,100万円今回予算計

上してございますが、今回のコロナの交付金において内示額、この事業

費に対しては1,438万5,000円が内示でございましたので、そちらを充当

しております。 

    なお、最終的にはこの給付金分については、先ほど申し上げましたよ

うに非課税世帯１世帯当たり３万円が交付される予定ですので、給付金

についてはほぼ全額が賄えるものと思っております。 

    その他３節から12節に関しましては、コロナの臨時交付金の低所得世

帯枠というものの事務費が119万9,000円が１次で内示をいただいており

ます。そのほか、町が行うコロナ関係の事業として144万6,000円をこの

事業費に充当しているものでございます。そのため３節から12節のうち

においてどの節に幾らという形ではなく、総事業費について充当を行っ

ているというものでございます。 

議長（石川良彦君） 次に答弁願います。農政商工課長。 

農政商工課長（片倉 剛君） お答えいたします。 

    事前着工についてでございますが、今までも事前着工は行われており

まして、県の指導等もあり、田植機など５月に必要な機械もあるため事

前着工を認めているというところでございます。 

議長（石川良彦君） 次に答弁願います。町長。 

町長（田中 学君） ラトリエの指示を受けて町が動いているのかという御質

問のようでございますが、このサテライト事業については、今、仕事を

しながら旅行するというそういう時代に入ってまいりました。仕事をし

ながら旅行する方が本町においでになるその際に、不便のない施設とし

ての機能を充実させるために必要だということで、このメニューを提案
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したところであります。 

    それから、小学校の駐車場の問題については、以前にこの問題に対し

て、十分小学校近辺を土地の物色に当たりましたが、あの地区はほとん

どが遠多田の文化財の指定を受けている地域が多くて、調査をするだけ

でも何億もかかるようなそういう内容だったので諦める以外ないと。駐

車場がなくて困るなという御父兄の皆さんの声を聞いて、じゃあどうす

るかということで始まりましたが、なかなか思うようにいかなかったと

いう場所に統合小学校を設置したこと自体がどうだったのかという、私

から言えばこういうふうになるわけでありますよ。 

    最近古い校舎の床もゆがんでいる状態であり、恐らく、そのうち大郷

中学校も築50年にあと何年でなるわけでありますので、新しい小中一貫

校の建設を次の世代にお願いする以外ないなということを考えておりま

すので、今、駐車場がなくても小学校では何とかしているようですから、

その努力はいたしましたが、調査費だけでも何億もかかるということ、

大変でしょう。議会で恐らく反対でしょう。だからやめました。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。社会教育課長。 

社会教育課長（赤間良悦君） お答えいたします。 

    今回の夏まつりが中止になったことにつきましては、令和６年度に復

興も兼ねまして盛大にやるということで、今年度は中止で来年度やると

いうこと以上は特に聞いてはおりません。 

    以上でございます。 

議長（石川良彦君） 千葉勇治議員。 

12番（千葉勇治君） いや、夏まつりは今後ずっと中止するというような話（「５

年に１回」の声あり）５年に１回だっけか。今年中止して、来年はやる

わけだね。５年刻みでか。ということで、毎年やるということについて

は中止になったんですよね。その辺について確認したかったんです。 

    それから、戻りますが、まず１番目の庁舎建設に係る支援業務につい

て。これはそうすると、今のところたたき台を今つくっていて、これか

らかかるであろうということで、もしかかった場合にはこれぐらいの予

算で対応するということで理解していいんですか。調査測量設計、例え

ば1,200万円もかかると（「測量基本設計」の声あり）ああこれとは別か。

庁舎建設に係る支援業務590万7,000円について、これについてお聞きし

たいんですが、これについては、今後メンバーが固まって案が出た段階

でこの金をどのように使うかということについて改めてお聞きしておき

たいんですが。（「庁舎建設」の声あり）庁舎建設に係る支援業務ですよ。
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このことについて、590万7,000円ね、どのように使っていくのかもう一

度お聞きしておきたいと思います。 

    それから、緊急自然災害防止、４分の１が受益者負担ということでご

ざいましたが、先ほど8,800万円のいわゆる町債の中で、事業債の中で、

これは全体の8,800万円に位置づけるのか、あるいは受益者負担分も町

債の対象になるのか、その辺についてお聞きしておきたいと思います。

個人のものも町債で対応するということはおかしいと思うんですが、そ

の辺についてお聞きしておきたいと思います。 

    それから、農林水産業の関係で３の農業振興費の中で、そうすると今

年は、５町歩以上の面積が必要だということで、４法人が今回の大規模

水稲直播栽培団地育成ということで、20町歩最低でもまかれているとい

うことで理解していいんですか。大規模水稲直播栽培団地育成事業につ

いては、これは、事前着工いいんでしょう、これも。これは別ですか。

これ事前着工もしいいとなれば、既に５町歩以上の田んぼが必要だとい

うことで、４法人ですから20町歩以上の……。その辺まず具体的に、私

もし質問間違っていれば具体的に教えてほしいんです。よろしくお願い

します。 

    それから、観光費について、サテライトオフィスね。町長はどうのこ

うの騒いでおりますが、サテライトオフィス活用促進事業、本当に仕事

しながらあの場所を利用すると、泊まりながら仕事したいという方が利

用するためにということですが、それぐらい人が来ているのかどうか、

その報告が全然議会にないんですよ。それぐらい忙しい要求があるのか

どうかですが、もう少し具体的に我々にも説明があっていいんじゃない

ですか。それが全然ないと私は理解しているんですが、どうなんですか。

その辺お聞きしておきたいと思います。個人的なニーズはあるでしょう

が、全体の中で大きな金を使うということになればお聞きしたい。（「お

ります」の声あり）お聞きしたいです。 

    以上です。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。財政課長。 

財政課長（菅野直人君） お答えいたします。 

    まず、庁舎建設に係る支援業務でどのようなことをするのかという内

容でございますが、中身としましては、現状、それから現庁舎の課題の

整理、それから今後の行政の方向性としまして組織とか住民サービスの

在り方、それから電子化の方向性等の検討、それから財源の整理であっ

たり、候補地を挙げましてその中の条件整理、整備の手法等の検討につ
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いて、他市町村の事例も含めてアドバイスをいただくという内容でござ

いまして、そちらにつきましては、候補地の選定に当たりましては、候

補地を何か所に絞る形になるのか今後の検討になりますが、その際に、

ある程度、どのくらいの建設費がかかるのかと、またはどういう建設手

法があるのかというところも案として考えたいと思っておりますので、

その辺の御支援をいただくという内容でございます。 

    それから、先ほどの急傾斜地の件でございますが、こちらの起債につ

きましては、受益者分担金を除いた後のものを端数を取って起債をして

おりまして、今回起債に上げておりますのは、14節の工事費だけじゃな

くて、12節にあります中村谷地際山の調査測量設計業務も含めた形での

起債となっております。 

議長（石川良彦君） 次に答弁願います。農政商工課長。 

農政商工課長（片倉 剛君） お答えいたします。 

    「みやぎの水田」のほうが４法人でありまして、直播のほうは１法人

となっております。 

    続きまして、サテライトオフィスのほうなんですが、泊まりながら今

どのくらいの人がいるかということにつきましては把握をしておりませ

んが、全体として年間を通じて毎年３法人ぐらいは来ていただけるよう

な方向で進めていければと考えております。 

議長（石川良彦君） ほかにございませんか。吉田耕大議員。 

１番（吉田耕大君） 11ページの高齢者シェルター事業についてなんですけれ

ども、61万9,000円補正かかっていますが、現在この補正の内容として

高齢者が継続的にとどまるというようなお話でしたけれども、今後、こ

れ以上このような……、条件であったりとか内容についてどう考えてい

くのかということをちょっとお伺いしたいと思います。 

    あと、それに引き続き12ページのワクチン接種のことなんですけれど

も、個別接種奨励金786万4,000円と。この内容についてお伺いしたいと

思います。 

    あと、13ページの先ほどから出ているサテライトオフィス活用促進等

業務なんですけれども、先ほどの御説明では、事業者の企業誘致などの

ためのサテライトオフィス活用のため1,200万円が入ったよということ

なんですけれども、当初入っていらっしゃる指定管理のラトリエさんが

観光であったりとかそういうふに強いというようなお話で入ってきてい

ただいたんですけれども、そういう内容ができないから町で補塡するの

かお伺いします。 
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    あと、観光資源を活用したプロモーション発信業務について内容をお

伺いします。 

    あと、14ページの定住促進事業費の返還金176万2,000円について、こ

れはなぜなのかお伺いします。 

    以上、よろしくお願いします。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。保健福祉課長。 

保健福祉課長（伊藤義継君） お答えいたします。 

    まず、高齢者シェルター事業についてでございますが、これにつきま

しては、虐待を受けております高齢者等につきまして緊急対応が必要な

場合に高齢者を一時的に保護するという制度でございます。内容的には

家庭内の虐待という形になりますので、これについてはなかなか発見し

にくい状況ではございますけれども、町の高齢者の見回りであったり民

生委員さんの活動であったり、あるいは近隣の方々の情報、もちろん本

人からの情報があれば一番いいわけなんですが、そういったものに様々

なアンテナを張り巡らしながらその辺を把握してまいりたいというふう

に思っております。 

    続いて、12ページの個別接種の奨励金についてでございますけれども、

こちら昨年度までは県のほうの事業でございました。令和５年度につい

ては国の交付金の対象となったことから、今年度から町のほうで予算を

計上している内容となります。事業の中身としましては、コロナワクチ

ンの個別接種に協力する診療所に対して、時間外や夜間などに接種体制

を用意しているところで、５月から６月、そして７月から８月の期間に

おいて週に100回以上の接種を４週間以上行った場合に、週100回以上接

種した週における接種回数に対して１回分2,000円を奨励金として交付

する内容となってございます。 

    以上です。 

議長（石川良彦君） 次に答弁願います。農政商工課長。 

農政商工課長（片倉 剛君） お答えいたします。 

    サテライトオフィスの件でございますが、ラトリエがやるべきではな

いかという御質問だと思いますが、ラトリエはラトリエで頑張っていた

だきまして、縁の郷につきましては町の施設でございますので、町が主

導をもって行うというところでございます。 

    あとはプロモーション発信事業でございますが、こちらは、首都圏の

駅構内や空港を訪れるインバウンド旅行者等にＰＲ動画放送等で大郷町

の魅力発信と観光プロモーションを実施するということと、海外向けの
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インフルエンサーに対しての発信をしていくということになっておりま

す。 

    以上です。 

議長（石川良彦君） 次に答弁願います。まちづくり政策課長。 

まちづくり政策課長（高橋 優君） お答えいたします。 

    14ページ、定住促進事業費の返還金でございますが、こちらにつきま

しては、令和３年度の新型コロナウイルス対応の地方創生臨時交付金、

こちらの令和３年度の交付金でございましたが、令和４年度に繰り越し

た分、５事業ございました。そちらの５事業の事業費の徴収によりまし

て返還金が生じたものを返還金として納めるというところでございます。 

    以上です。 

議長（石川良彦君） 吉田耕大議員。 

１番（吉田耕大君） 何度も申し訳ありませんけれども、サテライトオフィス

の件なんですけれども、今、事業がラトリエさんでやられているんです

けれども、サテライトオフィスをつくったから町がやるんですよという

答弁だったと思うんですけれども、施設も運営もラトリエさんに任せて

いると思うので、何かこの1,200万円はちょっとこう……。ラトリエさ

んが頑張ってやっていただきたいというようなことを町からは提案しな

かったのか、それか、町がしてほしいからやってくださいというような

方針だったのか、ちょっとその辺お伺いします。 

議長（石川良彦君） 農政商工課長。 

農政商工課長（片倉 剛君） お答えいたします。 

    町としても、ラトリエさんには打合せの中とかで頑張ってほしいとい

うお話はしております。指定管理ということでラトリエさんにはお願い

しているところではございますが、このサテライトオフィスに関しては、

また今からいろいろ情勢も変わっていくと思いますので、今後検討する

余地はあるのかなとは思っておりますが、町が主体となってやっていこ

うと思っております。 

議長（石川良彦君） 吉田耕大議員。 

１番（吉田耕大君） 町が主体でやっていくということは、そこに入るお金は

どのようになるのか、ちょっと最後お伺いします。 

議長（石川良彦君） 農政商工課長。 

農政商工課長（片倉 剛君） お答えいたします。 

    指定管理の契約をしてございますが、その辺も今後話合いの下に変更

する可能性もありますので、そこを変更することがあればまたお知らせ
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したいと思います。 

議長（石川良彦君） ほかにございませんか。10番高橋重信議員。 

10番（高橋重信君） 13ページの商工費の観光費、これサテライトオフィス関

係ですか、これの関連なんですが、私の手元に、公社の決算書がレター

ケースに入っていたわけなんですが、これ、縁の郷をラトリエにすると

いうことで、売上げが上がってきていないわけなんですが、当初1,000万

円で、町であとはかからないというのが大分いろいろ出費が出ているよ

うなので、この辺の、これ記載はなっていないですけれども、数字は町

としてつかんでいるんでしょうか。いや、関係ないんじゃなくてちょっ

と、ちょっとね。答弁願います。 

議長（石川良彦君） それで質問は。 

10番（高橋重信君） 要はですね、これは今後きちっと、要は、こうやってそ

の都度金が出るわけですから、やっぱりきちっと管理しておくべきかな

と思うわけなんですが、この辺の見解ちょっと。 

議長（石川良彦君） 観光費。 

10番（高橋重信君） それからもう１点、もう１点なんですが、プロモーショ

ン発信業務ですか、駅とかそういうところにやるということなんですが、

これはどうせならですね、いろんなところから来る、そういうね、発信

できるものにしていただきたいと。この間、あそこのレストランで結婚

式が行われたわけなんですが、その行った人は、大郷に設置されている

企業、そこに泊まりに来ている方が結婚式をレストランでやりたいと、

30名ぐらいの方が来てやったわけなんですが、ここは観光資源としては

すばらしいところなので、やっぱりそういう形で発信できるように、ま

た数多くいろんな人が来るように、このプロモーション事業をいろんな

角度から取り組んでいただきたいと。ただ単にやったんじゃなく。なか

なかね、費用対効果なんて言っているんですけれども、公共性のあるも

のなのでいろんな形で。利益を求めるんだったらそれは民間企業でやる

わけなので、この辺の見解をひとつよろしくお願いします。 

議長（石川良彦君） 農政商工課長。 

農政商工課長（片倉 剛君） お答えいたします。 

    先ほどの公社の関係でございますが、議員さんお手持ちの決算書につ

きましてはちょっと私見たことがございませんので、それに対してはお

答えすることができないというところです。 

    あとプロモーション発信につきましては、現在考えているところで、

国際空港である成田だったり羽田だったり、あとは新幹線が止まる首都
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圏の駅ですね、東京駅、上野とか大宮とか、仙台駅とか、その辺でＰＲ

動画とかチラシとかをのせて発信するというふうに考えております。 

    以上です。 

議長（石川良彦君） ほかにございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（石川良彦君） ないようですので、これをもって質疑を終わります。 

    これより討論に入ります。ございませんか。 

〔「省略」と呼ぶ者あり〕 

議長（石川良彦君） 討論省略の御発言がありますので、これをもって討論を

終わります。 

    これより議案第49号 令和５年度大郷町一般会計補正予算（第２号）

を採決いたします。 

    この採決は起立により行います。 

    お諮りします。本案は原案どおり決することに賛成の議員の起立を求

めます。 

〔賛成者起立〕 

議長（石川良彦君） 起立多数であります。したがって、本案は原案どおり可

決されました。 

  日程第６ 議案第５０号 令和５年度大郷町介護保険特別会計補正予算 

              （第１号） 

議長（石川良彦君） 日程第６、議案第50号 令和５年度大郷町介護保険特別

会計補正予算（第１号）を議題といたします。 

    これより質疑に入ります。ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（石川良彦君） ないようですので、これをもって質疑を終わります。 

    これより討論に入ります。ございませんか。 

〔「省略」と呼ぶ者あり〕 

議長（石川良彦君） 討論省略の御発言がありますので、これをもって討論を

終わります。 

    これより、議案第50号 令和５年度大郷町介護保険特別会計補正予算

（第１号）を採決いたします。 

    この採決は起立により行います。 

    お諮りします。本案は原案どおり決することに賛成の議員の起立を求

めます。 
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〔賛成者起立〕 

議長（石川良彦君） 起立全員であります。したがって、本案は原案どおり可

決されました。 

  日程第７ 議案第５１号 令和５年度大郷町下水道事業特別会計補正予算 

              （第１号） 

議長（石川良彦君） 日程第７、議案第51号 令和５年度大郷町下水道事業特

別会計補正予算（第１号）を議題といたします。 

    これより質疑に入ります。ございませんか。13番若生 寛議員。 

13番（若生 寛君） これは計画の見直しということなんですが、見直ししな

ければならなくなった原因は何ですか。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。地域整備課長。 

参事兼地域整備課長（鎌田光一君） お答えいたします。 

    当初計画から何度か計画変更しているところなんですけれども、個人

の新築だったり、あと団地造成、そういったことで区域外のところに下

水道を引くというような場合がございます。そういった時点において計

画変更していくわけなんですけれども、この計画変更、大郷町１町でや

るにはかなりの時間と経費がかかります。そこで、関係市町村集まって

いつの時点で計画変更したらいいかということで話し合った結果、令和

６年度に全体の計画見直しをしましょうということになって、今回の補

正計上となったものでございます。 

議長（石川良彦君） ほかにございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（石川良彦君） ないようですので、これをもって質疑を終わります。 

    これより討論に入ります。ございませんか。 

〔「省略」と呼ぶ者あり〕 

議長（石川良彦君） 討論省略の御発言がありますので、これをもって討論を

終わります。 

    これより、議案第51号 令和５年度大郷町下水道事業特別会計補正予

算（第１号）を採決いたします。 

    この採決は起立により行います。 

    お諮りします。本案は原案どおり決することに賛成の議員の起立を求

めます。 

〔賛成者起立〕 

議長（石川良彦君） 起立全員であります。したがって、本案は原案どおり可
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決されました。 

日程第８ 閉会中の所管事務調査 

議長（石川良彦君） 日程第８、閉会中の所管事務調査を議題といたします。 

    各常任委員長から所管事務のうち、会議規則第70条の規定により、お

手元に配付した所管事務の調査事項について、閉会中の継続調査の申出

があります。 

    お諮りいたします。各委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査

とすることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（石川良彦君） 異議なしと認めます。したがって、各委員長からの申出

のとおり、閉会中の継続調査とすることに決定いたしました。（「議長、

動議」の声あり）石垣議員。 

11番（石垣正博君） 動議。３月の定例議会において町長より陳謝の話がござ

いました。その陳謝の中で修正案の誤りを町長が指摘している。それに

対して議会としての何らかの姿勢を示すべきではないかと、そのように

思うことから、委員会等の日程等を早急に決めていただきたい、その件

に対してのお話合い、委員会の日程を決めていただきたい。 

議長（石川良彦君） 誰も同意する方はおられません。（「賛成」の声あり）と

いうことで、日程の提案がありましたが、委員会を開催されたいという

ことでございますか。 

11番（石垣正博君） これは早急に、委員会だから議運か、議会運営委員会を

早急に開催を要請してほしい。 

議長（石川良彦君） 石垣議員も議会運営委員会副委員長でございますので、

議会運営委員会の開催については委員会の中において協議していただけ

ればと思います。 

11番（石垣正博君） そうでなく、それも含めて…… 

議長（石川良彦君） ただいま本会議中です。 

11番（石垣正博君） それを含めて（「ほかは黙って」の声あり）全体の皆さん

方がいる場でいろいろお話をして決めていただきたい。 

議長（石川良彦君） まず、議会運営委員会においてその提案を協議していた

だきます。その後において、全員協議会になるかどうか分かりませんが、

活性化の特別委員会もいろいろありますけれども、それはそちらから提

案していければ、おのずとそういう会議等についての開催は可能だと判

断をいたしますので、今後、まずもって議会運営委員会の中で御提言と
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いうか協議から始まって提案していただければと思いますので、よろし

くお願いいたします。 

議長（石川良彦君） 以上をもちまして、本定例会に付議された事件の審議は

全部終了いたしました。 

    閉会に当たり、一言御挨拶申し上げます。 

    議員各位におかれましては、時節柄何かと御多用にもかかわらず、御

熱心に審議を賜り、心から感謝を申し上げます。 

    おかげさまをもちまして全議案を議了し、無事閉会できましたことは、

御同慶に堪えない次第であります。 

    執行部各位におかれましては、可決成立を見ました各議案につきまし

て、適切なる運営をもちまして、今後の町勢発展のため一層の御努力を

お願いを申し上げる次第であります。 

    さて、今後臨時会が開催されることがなければ、本議場において皆様

と顔を合わせることも本日をもって今期最後になるものと思われます。 

    顧みますと、この４年間は、新型コロナウイルス感染症あるいは自然

大災害に見舞われ、本町においても福島沖地震や令和元年台風19号等の

自然災害により、その復旧復興に町、議会、町民が一丸となり取り組ん

だ、特に感慨深い４年間ではなかったかと思います。 

    改めまして、過去４年間、大郷町議会の運営に特段の御協力をいただ

きましたことに対しまして、心から感謝を申し上げる次第であります。 

    また、今期限りで御勇退されます議員各位におかれましては、今後ま

すます御健康に御留意されまして、大郷町発展のため引き続き御指導、

御協力を賜りますようお願いを申し上げます。 

    さらには、今回の町議会議員選挙に際しまして再出馬を予定されてい

る各位におかれましては、来る８月27日の選挙におきまして全員が当選

の栄誉を得られ、再びこの議場で顔を合わせられますよう、各段の御努

力と御奮闘をお願い申し上げる次第であります。 

    簡単ではありますが、これをもって閉会の挨拶とさせていただきます。 

    これにて、令和５年第２回大郷町議会定例会を閉会といたします。 

    皆様、大変御苦労さまでした。 

           午 前 １１時０１分  閉 会 

    上記の会議の経過は、事務局長 千葉恭啓の記載したものであるが、

その内容に相違ないことを証するため、ここに署名する。 



―１４０―

議  長 

署名議員 

署名議員 


